
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 豊橋市では、男女がそれぞれの個性と能力を十分に発揮し、いきいきと

暮らせる男女共同参画社会の実現をめざし、様々な施策を推進しています。

この冊子では、男女共同参画に関する市民の意識を把握するために実施し

たアンケート調査の主な結果について紹介します。 

 

 

《《《《調査調査調査調査のののの概要概要概要概要》》》》    

■調査目的：本調査は、豊橋市の男女共同参画の現状や市民の考えを把握

し、「次期豊橋市男女共同参画行動計画」の基礎資料を得る

目的で実施しました。 

■調査対象：豊橋市在住の 20 歳以上の男女 

■調査人数：3,000 人 

■有効回収：1,081 票（36.0％） 

■抽出方法：無作為抽出 

■調査時期：平成 23 年６月 

 

 

 

豊橋市豊橋市豊橋市豊橋市    市民協働市民協働市民協働市民協働推進推進推進推進課課課課    
      TEL：0532-51-2188 

 

      平成 23 年８月発行 

     （この冊子は、再生紙を使用しています。） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

■■■■    社会全体社会全体社会全体社会全体    ■■■■    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■    場面及場面及場面及場面及びびびび分野別分野別分野別分野別    ■■■■    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「家庭家庭家庭家庭」「」「」「」「地域地域地域地域」」」」「「「「法律法律法律法律やややや制度制度制度制度」」」」にににに    

おおおおいていていていて約約約約３３３３割割割割のののの人人人人がががが平等平等平等平等とととと    

感感感感じてじてじてじていますいますいますいます    

● 男女の地位の平等感についてたずねたと

ころ、社会全体では約７割の人が『男性が優

位』と答えており、男性よりも女性の割合が

高くなっています。 

● 場面及び分野別でみると、「学校」では６

割近くの人が、「家庭」「地域」「法律や制度」

では３割以上の人が『平等』と答えています。 

    約約約約３３３３割割割割のののの人人人人がががが「「「「男男男男はははは仕事仕事仕事仕事、、、、女女女女はははは家家家家

庭庭庭庭」」」」というというというという考考考考ええええ方方方方をををを否定否定否定否定していますしていますしていますしています    

● 「男は仕事、女は家庭」という考え方につ

いては、約３割の人が『そうは思わない』と

考えています。 

● 男女別でみると、女性は『そうは思わない』

人の割合が高く、男性は『そう思う』人の割

合が高くなっています。 

約約約約７７７７割割割割がががが「「「「性別性別性別性別にににに捉捉捉捉われずわれずわれずわれず個性個性個性個性をををを尊尊尊尊

重重重重するするするする子育子育子育子育てがよいてがよいてがよいてがよい」」」」    

とととと回答回答回答回答していますしていますしていますしています。。。。    

● 子育てについての考え方についてたずね

たところ、約７割の人が「男らしさ、女らし

さにとらわれず個性を尊重するのがよい」と

答えています。 

● 男女別でみると、「男らしさ、女らしさに

とらわれず個性を尊重するのがよい」と答え

た人の割合は、男性よりも女性で高くなって

います。 

【凡例】
（％）

全体

女性

男性

67.4

74.3

58.3

15.0

9.6

22.0

7.3

11.0

10.1

7.6

4.6

9.0

1.3

1.3

1.1

男性が
優位

平等
女性が
優位

わから
ない

無回答

【凡例】
（％）

家庭

職場

学校

地域

法律や制度

しきたりや慣習

51.2

64.8

14.0

42.1

38.8

68.7

30.4

17.7

58.4

33.4

32.7

14.4

6.8

5.6

6.0

9.7

16.7

14.5

14.7

10.7

2.7

10.8

7.2

5.1

3.4

4.1

4.0

5.5

3.5

2.5

男性が
優位

平等
わから
ない

無回答
女性が
優位

【凡例】
（％）

全体

女性

男性

38.5

33.0

45.8

26.4

27.7

24.8

33.3

38.1

27.0 2.4

1.9

1.2

そう思う
そうは思わ

ない
無回答

どちらとも
いえない

【凡例】
（％）

全体

女性

男性

68.6

75.5

60.3

22.6

15.9

30.9

3.3

2.2

4.3 2.7

5.4

3.8

1.3

1.7

1.7

その他
わから
ない

無回答

男らしさ、 
女らしさに 
と ら わ れ
ず個性を
尊重する
のがよい 

男の子は 
男らしく、
女の子は
女らしく育
てるのが
よい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％）

家庭生活を優先

仕事を優先

地域活動を優先

家庭生活と仕事をともに優先

家庭生活と地域活動をともに優先

仕事と地域活動をともに優先

家庭生活と仕事と地域活動をすべ
て優先

わからない

無回答

32.5

21.7

0.6

30.3

4.3

1.0

4.1

3.6

1.8

31.5

6.2

0.6

35.6

7.5

1.2

10.7

5.2

1.6

0 20 40 60

男性男性男性男性がががが育児育児育児育児やややや介護介護介護介護でででで休暇休暇休暇休暇をををを取取取取れないれないれないれない理由理由理由理由    

（％）

職場の理解が得られない

昇進や昇給に影響する恐れが
ある

取得後の職場復帰への不安が
ある

仕事の量や責任が大きい

休業補償が充分ではなく、家計
に影響する

女性のほうが育児・介護に向い
ている

男性自身の気持ち（恥ずかし
い、プライドが邪魔するなど）

その他

わからない

無回答

68.3

45.8

46.4

43.8

47.3

16.1

37.5

3.8

2.0

1.3

58.3

38.4

42.3

50.1

38.2

19.2

21.8

4.1

2.6

1.5

0 20 40 60 80

仕事仕事仕事仕事だけではなくだけではなくだけではなくだけではなく、、、、家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活やややや地域活動地域活動地域活動地域活動をををを両立両立両立両立したいしたいしたいしたいとととと希望希望希望希望するするするする人人人人のののの    

割合割合割合割合がががが高高高高くなってくなってくなってくなっていますいますいますいます。。。。    

● 男性が育児や介護で休みをとらない理由

は、「職場の理解が得られない」と答えた人

の割合が最も高くなっています。 

● 現状に比べて、希望している割合が高い項

目をみると、「家庭生活と仕事をともに優先」

（5.3 ポイント）、「家庭生活と仕事と地域活

動をすべて優先」（6.6 ポイント）で希望度

が高い状況にあります。 

女性女性女性女性がががが結婚結婚結婚結婚やややや出産出産出産出産をををを機機機機にににに仕事仕事仕事仕事をやめるをやめるをやめるをやめる理由理由理由理由    

● 女性が結婚や出産を機に仕事をやめる理

由は、「家事や育児との両立が難しい」と答

えた人の割合が最も高くなっています。 

（％）

家事や育児との両立がむずかし
い

家族の協力や理解が得られない

育児休業や介護休業などの制
度が不十分である

企業が結婚・出産した女性をき
らう傾向がある

企業が責任ある仕事を女性に任
せない

男性に比べて賃金が安く、職種
も限られている

保育施設の数や内容が十分で
ない

高齢者などの介護との両立がむ
ずかしい

女性自身に職業に対する熱意
や積極性が不足している

その他

わからない

無回答

69.0

21.1

32.5

14.8

3.6

8.5

21.1

7.5

5.0

4.1

1.3

1.8

70.4

9.3

32.2

11.4

5.6

9.5

22.5

5.2

9.1

3.7

2.2

1.9

0 20 40 60 80

女性

男性

女性

男性

現状

希望



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(*)全体から「今までなかった」「無回答」を除いた割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

命
の
危
険
を
感
じ
る
く
ら
い
の
暴
行
を 

う
け
た 

医
師
の
治
療
が
必
要
と
な
る
程
度
の

暴
行
を
う
け
た 

い
や
が
っ
て
い
る
の
に
性
的
行
為
を 

強
要
さ
れ
た 

見
た
く
な
い
の
に
、
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
や 

ポ
ル
ノ
雑
誌
を
見
せ
ら
れ
た 

何
を
言
っ
て
も
無
視
さ
れ
続
け
た 

交
友
関
係
や
電
話
を
細
か
く
監
視 

さ
れ
た 

「だ
れ
の
お
か
げ
で
生
活
で
き
る
ん
だ
」

と
か
「か
い
し
ょ
う
な
し
」と
言
わ
れ
た 

大
声
で
ど
な
ら
れ
た
り
、
暴
言
を
吐
か

れ
た 

生
活
費
を
わ
た
さ
れ
な
い
な
ど
、
経
済

的
に
お
さ
え
つ
け
ら
れ
た 

今
ま
で
な
か
っ
た    

無
回
答 

 

今
ま
で
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る
（

*

）     
    

   
   

   
   

   

女性㩷 㪉㪅㪌㩼㩷 㪉㪅㪇㩼㩷 㪍㪅㪍㩼㩷 㪇㪅㪏㩼㩷 㪋㪅㪍㩼㩷 㪋㪅㪊㩼㩷 㪎㪅㪌㩼㩷 㪈㪎㪅㪐㩼㩷 㪍㪅㪊㩼㩷 㪍㪎㪅㪏㩼㩷 㪊㪅㪌㩼㩷 㩷 㪉㪏㪅㪎㩼㩷

男性㩷 㪇㪅㪍㩼㩷 㪇㪅㪍㩼㩷 㪈㪅㪈㩼㩷 㪇㪅㪍㩼㩷 㪍㪅㪎㩼㩷 㪉㪅㪏㩼㩷 㪉㪅㪋㩼㩷 㪍㪅㪐㩼㩷 㪇㪅㪍㩼㩷 㪏㪇㪅㪊㩼㩷 㪌㪅㪉㩼㩷 㩷 㪈㪋㪅㪌㩼㩷

男性男性男性男性とととと女性女性女性女性がががが協力協力協力協力しあうしあうしあうしあう意識意識意識意識をををを高高高高めめめめ

ることがることがることがることが必要必要必要必要ですですですです    

● 男女が協力して意思決定を行えるようす

るために必要なこととして、「男性と女性が

協力し合う意識を高める」や「家庭・職場・

地域における固定的な性別役割分担、性差別

意識の解消」を必要とする人の割合が高くな

っています。 
（％）

家庭・職場・地域に䈍䈔る࿕ቯ⊛な
性ᓎഀ分ᜂ、性Ꮕ意⼂の解ᶖ

男性ਛᔃの進䉄ᣇをᡷ䉄る

女性ਛᔃの進䉄ᣇをᡷ䉄る

男性の⢻力㐿⊒のᯏળをჇや
す

女性の⢻力㐿⊒のᯏળをჇや
す

男性の㗴意⼂やᖱႎを
するખ㑆䈨くり

女性の㗴意⼂やᖱႎを
するખ㑆䈨くり

男性と女性が協力しวう意⼂を
高䉄る

その他

わからない

無回答

51.1

13.1

2.5

6.1

25.5

10.1

11.3

72.6

3.0

4.5

1.5

47.5

14.3

1.9

6.9

23.1

8.2

9.9

70.2

3.9

4.5

2.4

0 20 40 60 80

男性男性男性男性のののの７７７７人人人人にににに１１１１人人人人、、、、女性女性女性女性ではではではでは４４４４人人人人にににに１１１１人人人人がががが過去過去過去過去ににににＤＶＤＶＤＶＤＶ被害被害被害被害をををを受受受受けたとけたとけたとけたと答答答答えていますえていますえていますえています    

● これまでに夫または妻や恋人から暴力をうけたことがあるかと聞いたところ、男性は７人に１人、

女性は４人に１人が何らかの暴力を受けたことがあると答えています。 

多様多様多様多様なななな働働働働きききき方方方方をををを選択選択選択選択できるできるできるできる環境環境環境環境がががが    

求求求求められていますめられていますめられていますめられています    

（％）

男女ᐔ╬を⋡ᜰした法律・制度
の制ቯや⋥しをⴕう

女性を╷ቯの場に積極⊛
に⊓↪する

ฦ種࿅体の女性の䊥䊷䉻䊷を㙃
ᚑする

職場に䈍䈔る男女のဋ╬な取り
ᛒいに䈧いて⍮⊒をⴕう

女性のណ↪大や職域大を
進䉄る

男女がともにᄙ᭽なきᣇをㆬ
ᛯできるⅣႺをᢛする

保育の施設・䉰䊷䊎䉴や高齢者╬
の施設・介護䉰䊷䊎䉴を充ታする

学校ᢎ育などで男女ᐔ╬と⋧理
解などに䈧いての学習を充ታする

女性の生きᣇに㑐するᖱႎឭଏ
やᵹ・ᢎ育の場を充ታする

ᖠ䉂や㗴解をഥ䈔る⋧⺣
䉰䊷䊎䉴を充ታする

ฦ࿖の女性とのᵹやᖱႎឭ
ଏなどの࿖㓙ᵹをផ進する

ᐢႎなどで男女ᐔ╬と⋧理
解などに䈧いて䌐䌒する

その他

․にない

無回答

24.5

15.4

6.1

21.2

25.0

55.2

48.3

20.7

9.0

21.6

5.1

7.8

1.5

5.0

3.5

31.1

15.6

6.3

20.5

20.1

51.2

36.9

26.3

6.9

21.0

3.5

10.4

2.4

6.3

3.2

0 20 40 60

● 男女共同参画社会を実現するためには、

「男女がともに多様な働き方を選択できる

環境を整備する」や「保育の施設・サービス

や高齢者等の施設・介護サービスの充実」を

必要とする人の割合が高くなっています。 

女性

男性

女性

男性


